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磐城森林管理署は、福島県東部の浜通り地方を管轄区域とし、約８万６
千haの国有林を管理しています。
これは、浜通り地方の森林面積２０万４千haの約４２％を占めています。

管内国有林の現況（令和４年３月３１日時点）は、約６割がスギ、アカ
マツを主体とする人工林であり、その齢級構成は、間伐適期の５～８齢級
（２１～４０年生）が１８％、利用期を迎えた９齢級（４１年生～）以上
が７５％となっています。

国有林の大部分が阿武隈山地に位置し､主要な河川の源流部を占め、下流
域の水源地として重要な役割を担っています。そのため、重視すべき機能
の４タイプのうち、「水源涵養タイプ」に区分される森林の割合が大きく
なっています。

海岸線沿いに点在する国有林は、東日本大震災に伴い発生した津波によ
り甚大な被害を受けたことから､海岸防災林の再生等の取組を行っています。
令和３年度に直轄事業が終了し、今後は森林施業を実施する予定です。

また、東京電力福島第一原子力発電所の事故により、森林整備等の実施
に大きな制約を受けましたが、避難指示区域は段階的に解除され、森林整
備等の実施可能な区域が広がっています。

水源涵養タイプ

山地災害防止タイプ

森林空間利用タイプ

自然維持タイプ88%

8%

2% 2%

国有林の機能類型別の森林割合

国有林の人工林の齢級（森林の年齢を
５年の幅でくくった単位）構成

１ 磐城森林管理署の概況
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２ 帰還困難区域内国有林の森林整備への貢献

東京電力福島第一原子力発電所の
事故の帰還困難区域の多くを占める
国有林（約1万7,000ha）の整備を担
う「福島森林再生センター」が、令
和８年４月に磐城森林管理署庁舎に
設置されました。

磐城森林管理署では、同センター
と連携し、立入りが制限され長年手
つかずだった帰還困難区域内の林道
の整備を行い、通行を確保すること
で同区域内国有林の森林整備の推進
に貢献していきます。

なお、整備にあたっては、空間線
量率や土壌の放射性物質濃度の状況
に応じて作業従事者の被ばく線量管
理等適切に対応します。

令和７年度は、葛尾村の柏原林道
において、改良工事を実施しました。

今後も森林整備に必要な林道の整
備を順次進めます。

４

帰還困難区域内国有林

【施工前】 【施工後】

林道改良工事柏原林道(葛尾村)



３ 森林整備の計画的な実施

立木等の伐採・搬出とその跡地で行う
造林作業について、高性能林業機械を活
用し、伐採・地拵までの作業を連動して
行う一貫作業システムを導入しています。

令和８年度については、立木販売での
一貫作業システムを予定しています。

４ 林業の成長産業化へ向けた取組

森林が有する多面的な機能が十分に
発揮されるよう、森林整備を計画的に
実施しています。

令和８年度は、いわき市を中心に、
地拵(じごしらえ)１１７.４６ha、植
付１１０.５３ha、下刈４３９.１０ha、
つる切５０.９１ha、除伐１６１.４５
haを実施することとしており、避難指
示が解除された地域の森林整備も順次
再開しています。

林道の新設については川内村で１路
線２６０ｍ、改良は南相馬市等で３路
線７５ｍを実施することとしています。

一貫作業システム（機械地拵）

特定苗木植栽箇所

（１）花粉が少なく成長が早い苗木（特定苗木）への転換

（２）一貫作業システムの導入

（３）植栽本数、下刈回数、間伐方法の
見直し

５

花粉症対策の推進と林業の成長産業化
の両立を目指して、花粉が少なく成長が
早い苗木への転換に取り組んでいます。

従来、造林では３，０００本／ haが
一般的でしたが、研究機関の知見等に基
づき、現地の実態も踏まえ、植栽本数は
２，０００本／haを基本として本数を減
らしています。また、下刈の省略や下刈
回数の縮減に取り組んでいます。

間伐は高効率で生産性が高く、安全性
も高い列状間伐を原則としています。

避難指示解除地域での森林整備



林業の現場における知識や技術の習得を推進するとともに、地域課題に
おける関係機関の共通認識を醸成するため、福島県、管内市町村、林業事
業体等の関係者を含めた現地検討会等を開催しています。

令和７年度は、「スマート林業の推進に向けた学習会」を開催しました。

令和８年度も、現地見学会・意見交換会等の開催を予定しています。

（５）各種検討会・学習会の開催

スマート林業の推進に向けた学習会（Qfierd for QGIS)

６

５ 林産物の安定供給への取組

高性能林業機械を利用した素材生産

間伐等の森林整備を積極的に推進し、それによって得られる木材を効果
的に販売し、地域への安定的な木材供給に努めています。

令和８年度は、 ３５，４９０㎥の木材生産を予定しており、原木市場で
の「委託販売」、製材工場等へ直接販売する「安定供給システム販売」を
行います。



日本のエネルギー政策の基本的な方
向性を示す「第６次エネルギー基本計
画」が令和３年１０月２２日に策定さ
れ、風力発電を大幅拡大する方針が示
されました。

磐城森林管理署管内では、現在２５
件以上の風力発電事業案件を抱えてお
り、そのうち９件について本体工事の
貸付契約を締結済であり、うち６件が
営業運転を開始しました。

国有林の有する公益的機能との調和
を図りつつ、再生可能エネルギーの推
進に貢献してまいります。

６ 再生可能エネルギーへの対応

７

国有林内の風車

集中豪雨や地震等により発生した崩壊地を緑豊かな森林に復旧するた
め、治山工事による施設整備に取り組んでいます。

南相馬市の丸石国有林において、令和元年１０月の台風１９号の豪雨
により北川支流の上流部で山腹崩壊が発生し、下流部の家屋を破壊、さ
らに下流の市道まで流下する被害が発生しました。このことから、不安
定土砂を抑止し、森林の水土保全機能を向上させ土砂災害の防止を図る
ため、令和７年度までに谷止工４基を施工しました。今後においても、
同国有林に谷止工３基を施工する予定です。

７ 治山事業による災害に強い山づくりの取組

№４谷止工施工前（令和７年度） №４谷止工施工後（令和７年度）



東日本大震災の津波により甚大な被害を受けた相馬市松川浦の海岸防
災林については、波浪や高潮等の侵入及び海岸の浸食を防止し、海岸防
災林を生育させる区域を保全するため、護岸整備（平成２７年度完成
１，５４６ｍ）を実施しました。

また、樹木の根が深く張れるよう、盛土（平成２８年度完成 約５６
ｈａ）を実施するとともに、防風柵（防風のための高さ２ｍの木柵）や
静砂垣（砂の飛散を防ぐ垣根）を設置し、クロマツ等の植栽（令和３年
度完了 約４８ha）を進め、令和３年度末をもって、海岸防災林の復旧
事業を完了しました。

その後は保育管理を進めており、令和７年度は、植栽木の成長を阻害
するつる類の除去を行うとともに、樹高が３．０ｍ以上に達した箇所に
ついては本数調整伐を実施しました。

令和８年度も、本数調整伐等を実施することとしています。

８ 海岸防災林の再生への取組

８

（１）海岸防災林における治山事業

松川浦地区海岸防災林の様子

「海岸防災林の早期復旧のため植樹
をしたい」とのボランティア団体の
要請等に対し、ボランティア活動の
フィールドとして松川浦の盛土工箇
所の一部を提供し、活動のバック
アップを行っています。

令和７年度は、各団体が植栽した
苗木の生育状況の視察や保育活動等
が実施されました。

令和８年度も、引き続き各団体に
よる、植栽した苗木の保育活動等を
バックアップしていきます。 ボランティアによる生育状況視察

（２）海岸防災林におけるボランティア植樹

本数調整伐実施状況



９

松川浦の海岸防災林「社会貢献の森」協定一覧

広く国民の皆様に森林・林業に対する理解を深めてもらうために、森林
教室等を実施し、地域の森林についての新たな発見、森林の持つ多面的な
機能や森林と水の関係の解説など、森林環境教育を実施しています。

令和７年度は、いわき市立川部小学校、浪江町立なみえ創成小学校にお
いて、森林環境教育を実施しました。

令和８年度も、浪江町立なみえ創成小学校等において、森林環境教育を
実施する予定です。

９ 森林環境教育等の取組

森林教室（野外学習） 森林教室

協定期間面積（ha）協定名等協力相手方

R7 .4. 1 ～ R12.3.310.45松川浦希望の森
はぜっ子倶楽部／

日本野鳥の会 福島相双支部

R6. 4. 1 ～ R11.3.310.15相馬ライオンズクラブの森相馬ライオンズクラブ

R8. 4. 1 ～ R11.3.310.15JCE 希望の森国土防災技術株式会社 関東支社

R8. 4. 1 ～ R11.3.310.35NTT東日本ふくしまの森特定非営利法人 しんりん

H30.4. 1 ～ R10.3.310.27松川浦しあわせの森株式会社興林

R5. 4. 1 ～ R10.3.310.30
グリーンサークルの森

一般財団法人 日本森林林業振
興会 R6. 4. 1 ～ R11.3.310.12

R7 .4. 1 ～ R12.3.310.14

ふく風の森福島復興風力株式会社 R6. 4. 1 ～ R11.3.310.12

R7 .4. 1 ～ R12.3.310.18

R5. 4. 1 ～ R10.3.310.14四季工房 未来の森株式会社四季工房

R5. 4. 1 ～ R10.3.310.14明治コンサルの森明治コンサルタント株式会社

H31.4. 1 ～ R11.3.310.45草野建設・物林復興の森
草野建設株式会社／

物林株式会社

R7 .4. 1 ～ R12.3.310.17レゾナック労働組合の森レゾナック労働組合



磐城森林管理署管内の市町村別の国有林面積等について

（参考１）

令和４年度策定「磐城国有林の地域別の森林計画」より

１０



磐城森林管理署 令和８年度の事業概要

（参考２）

１１

備 考収穫量伐採種

51,039㎥主 伐

24,605㎥間 伐

75,644㎥計

備 考事業量区 分

いわき市、相馬市、広野町、楢葉町、葛尾
村、飯舘村

110.53ha新 植

いわき市、相馬市、広野町、楢葉町、川内
村、飯舘村

439.10ha下 刈

いわき市、広野町、楢葉町、川内村161.45ha除 伐

いわき市、川内村154.28ha保育間伐

備 考事業量事業名

山腹工１箇所（いわき市）渓間工２箇所
（浪江町、南相馬市）

３個所復旧治山工事

防潮工１箇所（富岡町）
保育 ２箇所（いわき市、相馬市）

３箇所防災林造成（海岸林）

渓間工測量・設計２箇所（相南馬市）
防潮工測量・設計１箇所（富岡町）

３箇所測量・設計業務

■収穫量

■販売量

■造林事業

■林道事業

■治山事業

注：前年度の繰越を含む。

備 考販売量区 分

25,700㎥立木販売

35,490㎥製品生産（素材）

備 考事業量区 分

川内村１１路線 260m新 設

南相馬市１、楢葉町１、いわき市１３路線 75m改 良

――災害復旧



磐城森林管理署組織図

（参考３）

１２

署 長 次 長 総務グループ （７）

業務グループ （12）

治山グループ （３）

森林技術指導官 （１）

地域統括森林官、首席森林官、森林官等 （13）

会計・経理、国有林の貸付・処分・活用、
国有財産管理など

国有林野の造林、林産物等の生産・販売、
林道、境界管理、森林環境教育など

（保安林、治山事業、地滑り防止など）

川前、合戸、三坂、旅人、貝泊、遠野、富岡、
木戸、川内、浪江、葛尾、原町中村、草野
担当区内での、国有林野の事業全般

（市町村の森林・林業行政支援など）

注：（ ）内の数値は、令和８年４月１日現在の職員数



磐城森林管理署管内の森林事務所・治山事業所

（参考４）

１３

住所名称

〒979-3111 いわき市小川町柴原字宮沢19-1川前森林事務所

〒970-1264 いわき市三和町合戸字内畑73
合戸森林事務所
三坂森林事務所

〒974-0152 いわき市田人町旅人字下平石132-2
旅人森林事務所
貝泊森林事務所

〒972-0161 いわき市遠野町上遠野字中ノ町113-3遠野森林事務所

〒976-0042 相馬市中村字塚田33-1中村森林事務所

〒975-0036 南相馬市原町区萱浜字巣掛場45-1
原町森林事務所
原町治山事業所

〒979-0201 いわき市四倉町字東二丁目170-1
（磐城森林管理署駐在）

富岡森林事務所

〒979-0513 双葉郡楢葉町大字山田岡字石空8木戸森林事務所

〒979-1202 双葉郡川内村大字下川内字石崎31-5川内森林事務所

〒979-1536 双葉郡浪江町大字加倉字下加倉40-4浪江森林事務所

〒979-1602 双葉郡葛尾村大字落合字西ノ内7-1葛尾森林事務所

〒960-1801 相馬郡飯舘村草野字目玉打1草野森林事務所


